
担当役員メッセージ

当社は「江木蒲鉾店にしか提供できない製品・サービスを生み出
せる会社へ」というビジョンのもと、伝統を大切にしながらも、
デジタル技術を活用した業務の革新と効率化を進めています。

クラウドサービスを活用した業務の効率化を推進し、生産体制の
強化にも取り組んでいます。また、新たな市場ニーズに応えるた
め、より多様な商品開発を進めており、幅広いお客様に楽しんで
いただけるラインナップの拡充を図っています。

DX推進を通じて、経営基盤の強化を図るとともに、品質の向上
や食品ロス削減、迅速な顧客対応を実現し、持続可能で競争力の
ある事業モデルへの転換を目指します。今後も時代の変化に適応
しながら、より良い製品とサービスを提供できるよう努めてまい
ります。

DX推進に向けた取り組み



デジタル技術の進化と当社の未来

データ活用やデジタル技術の進化により、社会や競争環境は大きく変化しています。当社では、この変化
をチャンスと捉え、積極的にDXを推進しています。

デジタル技術の進化による機会
市場拡大：EC市場の成長やデジタルマーケティングの活用により、新規顧客の獲得が可能に。
生産効率向上：IoTやAIを活用し、品質向上とコスト削減を両立。
需要予測の精度向上：データ分析を活用し、適正在庫の維持や無駄の削減を実現。
ブランド価値の向上：SNSなどを活用し、消費者との直接的なコミュニケーションを強化。
環境対応の強化：食品ロスや環境負荷の低減を通じ、持続可能な経営を実現。
業務効率化：受発注管理や事務作業のデジタル化による効率化、ペーパーレス化を推進。

デジタル化に伴うリスク
競争の激化：大手企業や新興企業がDXを進める中、当社も差別化を強化する必要がある。
技術適応の遅れ：データ活用や自動化が進んだ競合に対し、対応が遅れると競争力を失う可能性。
サイバーセキュリティリスク：情報漏洩やサイバー攻撃への対策が不可欠。
投資負担の増加：技術導入には一定のコストがかかり、短期的な収益性に影響を与える可能性。
デジタル人材の確保難：DXを推進するためのIT人材の確保・育成が課題となる。



経営ビジョン

当社は、「江木蒲鉾店にしか提供できない製品・サービスを生み出せる会社へ」を実現するため、DXを
積極的に活用し、業務プロセスの革新と効率化を推進しています。これにより、持続可能で競争力のある
事業モデルへの転換を目指し、顧客満足度の向上を図ります。

ビジネスモデルの方向性

デジタル技術を活用することで、 生産性向上・品質管理の高度化・データに基づく経営判断 を実現し、
より多くのお客様に価値を提供します。

戦略

当社は、DXを活用して業務プロセスの革新と効率化を推進し、持続可能で競争力のある事業モデルへの転
換を図ります。
このため、以下の3つの柱を軸に段階的なDX推進を行います。



受注情報のシステム管理化

クラウドサービスを活用した受発注・生産計画の最適化。
受注増にも対応。

データ活用による売上分析

過去の販売・売上データを分析し、アイテム毎の採算性を確認。
利益改善につなげる。

情報セキュリティの強化

情報漏洩のリスクと常々向き合い、事業規模に応じた適切な対応を取る。



代表取締役　江木　修二

経営DX推進体制

DX推進を全社一丸となって進めるため、社長直下の取締役会の下部組織にDX推進グループを新たに設置
します。各部門よりDX推進の責任者を1名任命し、計4名により構成するものとします。活動はDX推進グ
ループで立案した内容を取締役会で承認を得、代表取締役がDX推進の旗振りと責任をもって全社で進める
ものとします。
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人材育成の取組

DX推進のために社内の人材育成として次の取り組みを行ってまいります。

外部研修の活用

社員が業務に役立つ最新の技術や知識を習得するために、通信教育
やオンライン学習プラットフォームを活用し、個別のキャリアアッ
プ支援を行います。

採用

DX推進のための新卒・中途採用を積極的に行い、デジタル技術に精
通した人材を確保します。また、採用プロセスでは、技術スキルだ
けでなく、問題解決能力やイノベーションに対する意識も重視しま
す。



DX推進の環境整備

DX推進を支えるため、以下の具体的な取り組みを実施してまいります。

クラウド技術の活用

既存のアナログなシステムの課題を解決するため、最新のクラウド
技術を活用し、業務プロセスの効率化を図る。

クラウド移行

段階的なクラウド移行を進め、データの一元管理とリアルタイムな
分析を可能にする。

協力体制

システム刷新に伴い、ITベンダーと協力し、安全かつスムーズな移行を実現



サイバーセキュリティ対策

江木蒲鉾店では、社内の情報セキュリティ確立のためのルール作りや定期的なセキュリティ監査を実施
し、DX推進に関わるサイバーセキュリティ対策をはじめとした、情報セキュリティの維持に努めてまいり
ます。

DX戦略の進捗を評価する指標

Kintone導入による受注業務の処理時間削減
Kintone導入完了（2025年1月）


